
News 
Letter

株式会社 JAL マイレージバンク PassAge デスク
TEL  03-5796-1170　E-mail  passage.info@jal.com

受付時間 9：30～ 12：00・13：00～ 18：00（土･日･祝日･年末年始休み）

HP http://www.jal.co.jp/passage

お問い
合わせ

PassAge 
いつも JAL PassAge コーポレートプランをご利用いただきありがとうございます。「PassAge News Letter」2020年春号を発刊いたします。

2020
春

■データ連携が可能な経費精算システム

● Concur Expense（株式会社コンカー）　

● Traveler’s WAN （株式会社日立システムズ）

● MAJOR FLOW Z（パナソニック ネット 
　　　　　　　　　　ソリューションズ株式会社）

「Traveler’s WAN」と「MAJOR FLOW Z」に加え、
このたび「Concur Expense」でも、航空券運賃や
空港使用料を課税 / 非課税に分けてデータ連携できる
ようになりました。

*CPS (Corporate card PassAge Solutions)

「JAL PassAge」と日常経費の支払いを集約できる「MUFG カード コーポレート」がひとつになった、

社員経費一元管理ソリューションです。

　　　の度は、イノベーションパートナーアワードに選出していただき、誠にありがとうご

　　　ざいます。当社は、国際線航空券の法人向け後払いシステムとして 1988 年に『JAL 

PassAge corporate plan（通称 パッセージ）』の運用を開始し、以来30 年にわたり多くの皆さ

まにご利用いただいております。近年、企業ニーズの変化に合わせサービスの拡充を図っており

ますが、今後も皆さまの経費精算業務の効率化や生産性向上に貢献できるよう、コンカー社と

連携し航空会社ならではの詳細データをご提供してまいります。　～二宮　秀生よりコメント～

CPS は経費精算システムとのデータ連携が可能！

「Concur Japan Partner Award 2020」 イノベーションパートナーアワードを受賞

News Letter 編集部より

日頃よりご愛読いただき、ありがとうございます。News Letter 

担当の大塚です。新たに加わったスタッフを紹介いたします！

活気のあるチームワークで、皆さまにご満足いただける品質と

サービスのご提供を目指しております。今後ともどうぞよろし

くお願いいたします！

～スタッフ紹介～
はじめまして。1 月より
パッセージグループへ配属
となりました、陸井と申し
ます。名字は「りくい」と
書いて「くがい」と読みま
す。珍しい名字ですが、ぜ
ひ覚えていただければ幸い
です。どうぞよろしくお願
いいたします♪

はじめまして！12 月
よりパッセージ精算に
携わらせていただいて
おります、大浦と申し
ます。まだまだ不慣れ
ではございますが、精
一杯頑張りますので皆
さまどうぞよろしくお
願いいたします！

CPS（Corporate card PassAge Solutions）* は、各企業で導入されている経費精算システムと連携し、“国際線航空券精算データ”を含む出張

諸経費の一元管理を実現します。データ連携に関するお問い合わせは、以下 JAL マイレージバンク PassAge デスクまでお気軽にご連絡ください。

経費精算システム

※PassAge 導入企業専用コーポレートカード

PassAge/MUFG CARD
精算データを統合し、経費
精算システムへデータ伝送

310社以上の国際線航空券を
キャッシュレス決済

さまざまな日常経費の
支払いを集約
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（写真左）日本航空株式会社　
             常務執行役員　二宮　秀生
（写真右）株式会社 JAL マイレージバンク　
             代表取締役社長　濱　みどり

JAL PassAge は、出張・経費管理クラウドのリーダーである株式会社コンカーが主催する第5 回

「Concur Japan Partner Award 2020」のイノベーションパートナーアワードを受賞しました。

この賞は、コンカーが推進する間接費改革において、お客さまに高い付加価値を提供するととも

に、コンカーのビジネスに顕著な貢献をしたパートナー企業に授与されるものです。今回の表彰

では、JAL PassAge で決済した海外旅費データを Concur Expense に連携することにより、

日本企業の海外旅費の可視化と管理強化を推進した実績を高く評価いただきました。


